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 ○特別展・企画展 

 11/22(土)～平成21年1/18(日) 

「蓑虫山人と青森～放浪の画家が描いた明治の青森」 

  3/3(火)～ 5/6(水) 

「サムライ・チャンバラ博覧会」 

○記念講演会（蓑虫山人関係） 

 11/22（土）「蓑虫山人の仕事」 

 ゲストキュレーター 三上強二氏 

 12/6（土）「蓑虫山人の絵に描かれた考古資料」 

 ゲストキュレーター 福田友之氏 

○催し物 

 12/20(土)～平成21年1/18(日)  

   ふゆやすみ「郷土館クイズラリー」 

 平成21年1/11(日) 

   ふゆやすみ「づぐり回し大会」 

○工事休館のお知らせ 

 平成21年2月1日～2月28日 

平成20年度行事予定（12月～平成21年3月） 

－4－ 

○土曜セミナー（12月～平成21年3月）当館小ホール  

 12/ 6 蓑虫山人の絵に描かれた考古資料 
 12/13 青森県の絶滅種（ほ乳類と鳥類）  

 12/20 世界遺産を歩く 

 12/27 民俗学における正月行事の基礎・基本 

  1/10 水晶製のの石器                           

  1/17 『忍ぶ草』と横岡兄弟～弘前藩と蝦夷地警備 

  1/24 位牌堂とは 

  1/31 青森県の農業はすごい～害虫駆除その（２） 

※ 2/ 7 菅江真澄の絵を読む（１） 

※ 2/14 歌曲でつづるあおもり昭和史 

※ 2/21 菅江真澄の絵を読む（２） 

※ 2/28 プレ講座「サムライ・チャンバラ博覧会」 

  3/ 7 近世後期津軽の漁業史 

  3/14 明治期に英国に渡った水彩画家～松山忠三 

  3/21 渋沢敬三の見た津軽             

※会場＝青森市福祉増進センター「しあわせプラザ」 

 

  【特別展】   団塊世代の青春時代～よみがえる昭和40年代～ 

 【共催展】  ジュディ・オング倩玉 木版画の世界   

写真＝サイン会のようす（10月11日/当館小ホール）   ※倩＝ｲ+青 

木 版画作家としても知られるジュディ・オングさんの作品展
が、10月11日から11月16日まで開催されました。2005年の日展
特選受賞作「紅楼依緑」など、珠玉の約65点が一堂に公開され
ました。開会式にはジュディさんも来場し、ミニトークやサイ

ン会でファンと交流しました。全体の来場者は約2万3千人。
「色彩感覚が素晴らしい」「日本家屋の美を再発見した」「精

密さに感動」と、あちこちで賞賛の声があがっていました。 

写真上＝庶民の住宅（再現） 下＝記念講演会（川口浩一氏） 

特 別展「団塊世代の青春時代～よみがえる昭和40年代」は7月
25日から9月28日まで開催され、約1万1千人が足を運びました。
会場には当時の電化製品、新聞の折込みチラシ、映画ポスター、

雑誌などが展示され、昭和40年代のダイニングキッチンや子ど
も部屋も再現されました。おもちゃコーナーには、テレビ番組

やＣＭ関係のソフトビニール人形やゲーム盤が並びました。 

 当時の住宅地図と風景写真を展示したコーナーは特に人気

が高く、暮らしていた場所を熱心に探す人の姿を多く見かけま

した。また、テレビスタジオを再現した第二会場では、記念講

演会やＡＴＶ青森テレビのアナウンサーと一緒にニュース

キャスター体験やクイズを楽しむイベントが行われました。 

 今回は、高度経済成長と大量消費社会の到来にわく当時の世

相とライフスタイルを紹介し、それぞれの昭和40年代をふり
返っていただきました。思い出をまじえた感想に寄せて、早く

も、昭和50年代展の開催を望む声が挙がっています。 




